
5116 久楽
くらーく
の世界の旅：冒険・街や村々を探検 

 

ある⼈が書いておられる本には、土の国、石の国、木と緑の国、と表現されている。 

例えば、⼟の国は、スペイン。⽊と緑の国は、⽇本。 

イタリアは、石の国。したがって、鋭⾓の断崖始め、⼭々も険しいと。 

その険しい⼭々に、建築物がある。⽇常、⽇本では⾒慣れないだけに、驚かされるとともに、

興味津々。映画の興味もある。即、チャレンジするのが、久楽
くらーく

流。 

 

 

 

 
 

 

 

   
 

 



そして、街がある。独特の雰囲気、洒落
し ゃ れ

た⾵情、雰囲気に⾒える。 

最初は、貧富や格差もあるだろう。他の欧州⼤陸でも、いろいろ体験してきている。 

おっかなびっくり、何しろ、根は臆病。反⾯、ソロの旅だが、好奇⼼が喜ぶ。 

⽇が⾼いうちはいいのだが、夜になると・・・ 少し、映画に影響されすぎなのだが⾯⽩い。 

 

 

 

 

 

   

 

 


